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5 4上空から見た東川町。遠くにそびえるのはこの地の象徴、大雪山連峰（提供：東川町）

北
海
道
の
旭
川
空
港
か
ら
車
で
10
分
ほ
ど
の
場

所
に
あ
る
東
ひ
が
し
か
わ
ち
ょ
う

川
町
。
こ
の
人
口
減
少
社
会
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
近
年
は
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
約
８
３
０
０
人
の
町
民
全
員
が
地
下
水
だ

け
で
暮
ら
す
、
日
本
で
も
珍
し
い
町
だ
。

過
去
お
よ
そ
25
年
以
内
に
転
入
し
た
「
移
住
者
」

比
率
は
56
・
６
％
。
つ
ま
り
今
の
町
民
の
２
人
に

１
人
が
「
よ
そ
か
ら
移
っ
て
き
た
人
」
だ
。
移
住

し
た
人
た
ち
は
、
東
川
町
に
ど
ん
な
魅
力
を
感
じ

た
の
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
も
と
も
と
こ
の
地
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

は
、
１
９
８
５
年
（
昭
和
60
）
に
「
写
真
の
町
」
を
宣

言
す
る
な
ど
一
風
変
わ
っ
た
施
策
を
講
じ
る
こ
の

地
に
ど
ん
な
愛
着
を
も
ち
、
地
域
に
か
か
わ
っ
て

い
る
の
か
。

美
し
い
大
雪
山
連
峰
に
育
ま
れ
た
水
を
守
り
、
教

育
に
力
を
入
れ
、
住
民
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
も
活
発

な
東
川
町
を
探
り
、
今
後
の
地
域
社
会
の
あ
り
方

と
、
そ
こ
に
「
水
」
が
ど
う
か
か
わ
る
か
に
つ
い

て
考
え
た
い
。

 目次 
 巻頭エッセイ

 2 ひとしずく 北海道の広い空　田中雅美

 特集 みずからつくるまち 　
 6 概論  「まちづくり」に今、必要なもの　
  ｜東川町に行くと未来が見える　鈴木輝隆
 9 移住者の実像  東川で暮らす
 19 写真文化首都  今日の東川町をつくった「写真の町」宣言　
 22 街並み･移住  みんなでつくる街並みと移住促進策
 24 地元民  考えつづける「東川らしさ」が未来をつくる
 26 イベント  町民の幸福感を増す「イベント」
 28 農業  耕作放棄地のない道内有数の稲作地帯　
 30 まちづくり  水と人が巡るまち　
  ｜町長に聞く｢東川町が元気な理

わ け

由」　松岡市郎　
 34 地下水と水道  地下水を持続可能にする自然の恵みと人々の努力　滝沢 智

 36 産業づくり  岐阜の杜氏が惚れた東川の「水」と「人」
 38 周辺地域  一本芯が通っている町｜周辺から見た東川の評価
 40 文化をつくる  北の大地の小さな町で「未来への開拓」進む　編集部

Column
 43 水の余話  現代に生きる海中渡御　陣内秀信

連載
 44 水の文化書誌 57  
  南北朝争乱期における筑後川の戦い　古賀邦雄
 46 魅力づくりの教え16  
  〈つくる技術〉が受け継がれる森のまち　中庭光彦
 50 センター活動報告
 51 編集後記／ご案内
  (敬称略）

Higashikawa-town
人口は8328人、世帯数は3879世帯（2017
年12月31日時点）。面積は247.06k㎡（東西
36.1km・南北8.2km）。
北海道のほぼ中央に位置し、北海道北部の
中核都市・旭川市に隣接する。日本最大の自
然公園「大雪山国立公園」の区域の一部であ
り、大雪山連峰の最高峰・旭岳（2291m）は東
川町域となる。
1894年（明治27）、旭川村字忠別原野の殖
民地として区画整理が行なわれ、1895年（明
治28）に香川、富山、愛知、徳島県人などが入
植し開拓が始まる。1897年（明治30）12月、
旭川村から分割して東川村と称するまでの２
年半は旭川村の一部だった。
「平成の大合併」（1999年から政府主導で行
なわれた市町村合併）では「単独自立」の道を
選択した。
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